
妖しい薬に
なぜ惹かれるか？

なぜ「やってはいけない」薬物を使ってしまうのか？

この問題は，植物が作りだす化学物質と動物の神経の不思

議な相互作用を考えなければ解くことができません。スト

レスの多い現代社会，依存症はますます深刻な問題になっ

て来ると言えます。生物，心理，社会という三つの側面か

ら，依存症とは何か，これまでどのような研究が行われて，

何がわかってきたのか，これからどのようなことを考えな

ければならないのかをご紹介したいと思います。

２０１０年１月１５日（金）１８：３０－２０：３０
第３７回 サイエンスカフェ

会場：サロン・ド・FUZAMBO Folio
千代田区神田神保町１－３冨山房ビルＢ１

Ｔｅｌ ０３－３２９１－２５７８

カフェにてドリンクのオーダーをお願い致します

主催：冨山房インターナショナル・日本学術会議

ゲスト：廣中直行さん
独立行政法人科学技術振興機構ERATO 

下條潜在脳機能プロジェクト嗜癖行動研究グループ

コーディネーター：

室伏きみ子さん
お茶の水女子大学


